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表 1 分析対象の諸属性 (n=l,234) 
人 ％ 人 ％ 
〈性別〉 〈学歴〉
男性 659 53.4 義務教育 51 4.2 
女性 575 46.6 中等教育 494 40.9 
〈年齢層〉
高等教育 663 54.9 
無回答 26 2.1 
20-34歳 314 25.4 
35-49歳 433 35.1 〈居住地〉
50-64歳 309 25.0 大都市 361 29.3 
65歳以上 178 14.4 中都市 529 42.9 
〈世帯年収〉
小都市・町村 344 27.9 
~200万円 62 5.0 〈スボー ツクラブ加入〉
200~400万円 208 16.9 現在加入 287 23.3 
400~600万円 263 21.3 過去に加人 370 30.0 
600~800万円 131 10.6 非加入 577 46.8 
800万円～ 140 11.3 
〈スポー ツ指導経験〉無回答 430 34.8 
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平均ランク X 2 平均ランク X 2 平均ランク X 2 
性別 男性
544.20 
63.586'*' ~ ~ 女性 701.51 








50-64歳 66508 343.5 324.32 
65歳以上 604.26 306.73 298.18 
義務教育 553.86 310 61 255.95 
最終学歴 中等教育 575.23 8.664* 310.78 2.032ns 267.42 5 064ns 
高等教育 630 2 33116 296.1 
-200 633 29 20485 197,04 
200-400 396.48 229.01 168.09 
世帯収入 400-600 393 63 247ns 219.52 l.678ns I 76.18 4.228ns 
600-800 419 16 23285 198.02 
800- 398.88 214.81 179.69 
大都市 369.26 338.01 298.99 
居住地 中都市 610.57 2.07lns 328.18 0.524ns 284.87 l.261ns 
小都市・町村 605.32 324.68 280.81 
現在加入 606.03 325.7 294.37 
スポー ツクラプ加入 過去に加入 610.49 0.97lns 322.56 0.822ns 286.31 0.345ns 
末加入 6277 337 09 288.68 
スポー ツ指導経験 あり 513.55 4.126* 30165 l.018ns 340.83 0.335ns 
なし 621.34 331.88 284.72 
※Kruskal-W alis検定による *・p<.05; ":p<.01; ***:p<0.01 
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あった年齢層は，およそ 1965年から 1979年の間に生まれ， 1971年から



























対数尤度は 741.9,Nagelkerkeだ値は.232,モデルのカイ 2乗値は 124.808,
自由度は 21で0.01%水準で有意であり，設定した回掃モデルは従属変数の
予測に役立っていると判断できる。 HosmerとLemeshowの検定結果はカ









こ l 暴力意見 正解割合
反対 賛成
反対 397 65 85.9 
暴力意識






Wald d.f. 有意確率 オッズ比
性別 男性




















































































































定数 -.726 .996 .318 .484 
※従属変数の参照カテゴリは「反対」
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付記 本稿は日本体育学会第68固大会 (2017年 9月8~10日，静岡大学）におけ
る目頭発表の内容に加筆し修正を加えたものである。
（たかみね• おさむ 政治経済学部教授）
